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概要

解析用辞書の記述は、その妥当性を解析の試行により検証しながら進められ

る。この方法によれば、辞書記述上に間題がある場合、不首尾な結果が得られる

事から間題の存在が判明するだけで、どこをどう直せばよいのか知るために

は、プログラムのデバッグのように、 トレース情報などから、語彙記述のレベ

ルに還元する操作が必要となってくる。この作業は一般に簡単ではなく、この点

が解析用辞書開発作業のボットルネックとなっている。本稿では、語彙記述の機

能からその記述が妥当であるための必要十分条件を計算する方法を述べ、さら

に、こうした条件下での記述を容易に行う方法を明らかにした。このように妥当

な範囲で辞書記述を進めることによって、処理の試行による検証作業に代えるこ

とができ、上述の困難を避けることが期待できる。

ATR Interpreting Telephony Research Laboratories 
ATR自動翻訳電話研究所



1. はじめに

機械翻訳システムなどの自然言語処理システム

に必要な言語情報、すなわち、一般的な文法情報や

語訛情報などは、一般に、その妥当性の検証を行い

ながら蓄積•整備される。従って、この過程を効索

的に行うことが、このようなシステムを構築する

上での重要な要素となる。

ある語霙に関する記述の妥当性を評価しようと

する場合、最も直接的な方法は、実際にその記述を

用いて、目的とする処理を試行してみることであ

る。これにより直ちに判ることは、満足な結果が

得られなかった場合には、その処理の中に何か不

適切な記述が存在するということであり、具イ本的

な対処法—どの記述をどのように修正すればよいの

かということーは、直接には見えてこない。そこ

で、対処法を見出すために、ちょうどプログラム

のデバッグと同じ様に、問題点を、 トレース情報

などから、語梨記述のレベルにまで遼元すること

が必要となってくる。だが、これは容易な作業で

はなく、この点が機械辞書開発作業の主要なボト

ルネックとなっている。

ところで、処理の試行によって、 「この話訛記

述は妥当か？」が判明するわけだが、辞掛1m発者に

とって、本当の問題は、 「この語訛記辿は妥当

か？」ではなくて、 「どのような語蜘記述が妥刈な

のか？」であるはずである。そして、 Iどのよう

な語棠記述が妥当なのか？」から始めること、すな

わち、あらかじめ記述が妥当であるための条件・ を

知ったうえで、それを遵守しながら妥当な範皿の

なかで辞書記述を辿めることによって、上述の

「この語禦記述は妥当か？」式チェックと、それに

伴う困難を避けることができ、より見通しよく効

率的に辞書記述作業を進めることが期待できる。

本稿では、 ATRで開発されている端末lltJ対話翻

訳システムNADINEにおける解析用辞魯の間発作

業を対象として、極めて限定的にではあるが「ど

のような語索記述が妥当なのか？」を明らかにし、

その制約のもとで、辞書記述を逐行する手法の原埋

について述べる。

2. 単一化パーサー

後に続く説明のために、端末間対話翻訳システ

ムNADINEおよびその単一化パーサーについて概

略を述べる。
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2.1 NADINEの単一化パーサー

ATRで開発している端末11¥J対話翻訳システム

NADINEは、自動翻訳霊話のプロトタイプとして

の、端末間でのキーボードを介しての日英ニカ国

iW-11¥J (7)対・話のための機械翻訳システムである。 こ

のシステムの日本語解析部は、 i仇••化文法の枠糾み

に悲づいている。

NADINEの日本語解析部は、人）］として、解析

の対象である文字列と、 JjL-. 化文法の枠糾みに従っ

て記述された文法），）訓及び叶灌記述をとり、 Earley

のアルゴリズムに従ってjり作析を逐行し、統語(lり・意

味的に受判された構造各々の素性構辿表現の集合を

返す。文法的な枠組みは、語麻［中心[Iりで、 Head-

Driven Phrase Structure Grammar [HPSG]の枠組

みに沿っている。そして、その日本語版である

Japanese Phrase Structure Grammar [JPSG]の主

要な素性を採）fjし、これに加え、語し言葉を記述

するために、文の階層’性を示す素性や語）lJ論的な素

性などを新たに尊人している

2.2単一化文法の利点

i礼ー化文法の枠紺．みを川いることの利点とし

て、次の2つがある。

(1) ある哨の担う統語論的・意味論的・語用諭的

情戟などの多ffli的な・I行報を、索性構造の形式

を） jj いて統一•的に記述することができる。

(2) 自然召語の解析、変換、生成、などの多様

な処理を、素'I:生構造間の単•化演算と \t• う倫

J開的に11月1り『な）診式で構成することが出米る。

こうした利点によって、単．ー化文法の枠組み（こ

従うことにより、 j靡jJ斐で複雑な処則を、比校的見通

しよく行うことが期待できる。

2.3単一化文法の枠組みでの語梨記述

単一化文法の枠組みでは、文や名詞句などの句構~

辿、 さらにそれを構成する各単語の担う情骰は、

vヽ わゆる索‘性の束である素性構造で表視される。

[Fig.1]に、 NADINEの解析）F」辞薔における記法に

従った「＇情報」という語旗項目の記辿例を示す。

2.4単一化文法の枠組みでの文法規則の表現

単一化文法の枠組みでは、文法嵐月!Jは、規則左辺

の記号の構成を表現するCFG規則と、そのCFG規

則両辺の記号11¥Jに満たされるべき制約によって表
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[Fig.1 

される。 [Fig.2]に、 NADINEの解析）TJ文法の記法

⇒ （名訓後置詞）
く2head>) 
く2subcat rest>) 
く1slash>) 
く2subcat first〉)
く2sern>) 
く2semf>)) 

IFig.2 文法；，i'.述の例 I
第1行が後置詞句→名詞 後欝応lなる CFO規則を表

し、後に続く等式の列は、）、見則か適用さ hるとさ、規則

価i辻」の言心号間に満たされるべさ制約を表す，9

(defrule後置詞句
(<O head> == 
(<O subcat〉==

(<O slash> == 
(<1〉==

(<O sem〉==

(<O semf> == 

名洞と後悩詞を連結して
後置詞句を構成する文法規則

゜
ー 2
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[Fig.3語暴中心の単一化文法の枠糾みでの文法規則の適）Fl J 
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に従った、名詞と後置詞の連結から後置詞句を構成

する文法規則の例を示す。

第一行defruleの後に続くのがCFG規則で、これ

は、矢印左辺の記号が、矢印右辺の記号間の連結に

よって構成されることを示す。

この後に続く次に抜粋したような、索性構造の

パス表現間またはバス表現とアトムの間の等式に

よって、規則が適用される際に、 CFG規則両辺の

記号間に満たされるべき制約が記述される。

((0 head> == <Z head>) 

パス表現によって素性構造中の任意の素性の値を参

照することができる。パス表現は、非負の整数と

それに続く素性名の列挙により構成される。非負

の整数は、 0ならば規則左辺の記号、自然数nの時

は、規則右辺の、左からn番目の記号に対応する索

性構造を示し、素性名の列挙は、その素性構造の根

から、参照する素性にいたるまでの素性名を示

す。パス表現間の等式によっては、それの両辺に

対応する二素性が同じ値を共有しなければならな

いという制約が示され、パス表現とアトムの綺；式

によっては、そのパス表現で指示される索性の値

がそのアトムでなければならないという制約をあ

らわす。

例えば、上に挙げた例では、このCFG規則に

よって後置洞旬が構成されるとき、出来上かる後

置詞旬のhead素1生の値は、後悩詞のhead索性の値

と等しくなければならないという制約を表してい

る。

こうした文法適用時の制約もまた素性構造で表現

することができる。 [Fig.2]にあげた文法規別は、

[Fig.3の上部］に示した素性構造と同値である。

2.5文法規則の適用

単一化文法の枠組みの上では、文法規則の適川

は、規則右辺の記号に対応する素性の値それぞれ

に対して、対応する素性構造を単一化していくこ

とにより逐行される。このとき単一化の順番は任

意でよい。もし、途中で、こうした単一•化に失敗

したならば、その文法規則の適川は失敗というこ

とになる。規則右辺のすべての記号に対応する素

性の値に対して、この単一化の操作が無事終了すれ

ば、この文法適用は成功し、このときの、規¥!IJ右

辺の記号に対応する素性の値が、文法適用の結果構

成されたその記号に対応する素性構造となる。例

として、 [Fig.l] に挙げたの名詞「情報」と後 1'i•I 詞

「は」から、 [Fig.2]の文法規則に従う連結によっ

て、後置詞句がつくられる例を[Fig.3]に示す。
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3. 解析用辞書の開発作業の流れ

視在、我々のNADINEシステムでは、想定人力

文ごとに、 [Fig.4]にホしたような手）I[~ を踏んで、

鮒析用辞幽の開」発作業を行って¥,>る。以下主要なプ

口七スについて説明を加えておく。

句構造の決定

想定人力文の句構造を袂定する。この作業

は視察により容易におこなうことができ

る。

解析結果の初期想定

もとの想定人）J文と、選んだ句構造か

ら、解析結果として塑ましし 1素'IヽJ:構造を想定

する。

普通、はじめから見通しのきくものでは

ないので、はじめは句梢造を反映したラフ

スケッチのようなもので、後に辿べる解析

の試行の結呆を受けて、徐々に詳細なもの

にしていく。

r)H :~(<I.> 1;1J月JJ5i:i1: 

no 

[Fig.4語義記述1m発作業の流れ］



語幽の初期記述

想定入力文を構成する単語［）廿甘の場合に

は語幹と語尾］それぞれに対して、語砒記述

を準備する。

語彙記述は、普通、類縁の語の語蜘記述の

コピーを適宜変更することによって作られ

る。これも、試行の結呆を受けて、望まし

いものとしていく

構文解析の試行

当面の語訛記述の妥当性を検証するため

に、その記述を用いて、想定人）J文の解析を

実際に行ってみる。

解析が途中で中座して失敗するならば、

その原因を発見し、それを語彙記述のレベ

ルまで還元して適当な修正を加える。

試行解析結果と想定解析結果との比較

試行解析結果と想定解析結果を比較し、

者間に矛）首があれば適当な修正を施す。

4. 語彙記述作業の問題点

我々のNADINEシステムの日本語解析部o>Iり伶析
用辞書の開発作業は、前章でみた様に、解析の試府

による記述の妥当性の検証を中心にして辿められ

ている。

作業を開始した段階では、目標とする解析結呆や

各単語の語禦記述は、十分に明確なものではない

ことが多いので、構文解析処理の試行によって、

それら各々に関して、妥当性の検証を行い、その

結果不備が発見されれば、それを袖うことによっ

て、各単語の語彙記述をより完全なものにしてい

くわけである。ここでは、語訛記述作業における

処理の試行は、辞誉記述の十分性を確認するための

手段としてばかりではなく、それぞれの語蝠記辿

に関して、それが妥当であるための条件の探索の

道具として機能している。

だが、解析の試行によっては、語棠記述に何か

不備があるときに、構文解析の失敗や、得られた

解析結果の異常から、問題点の存在を知ることがで

きるだけであり、直接問題解決につながる情報、

すなわち、語梨記述のどこに問題があって、それ

をどう直せばよいか、などといった肝心のことが

すぐには判らない。そこで、プログラムをデバッ

グするときのように問題点を特定の語訛記述に還
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元する作業などが必要になってくる。これは、一

般には容易ではなく、 i砂迅記述の妥当性を解析の試

行に頼る戦略においては、このプロセスがボトル

ネックとなっている。

こうした問題は、たかだか諮藁記辿の十分ti:を

確認する機能しか布してしヽなしヽ処別の試行としヽう

手段で、 r;li旗記述に関する必要条件の探索おも行う

ことの無理に起因するものと思われる。そして、

処理対象文を構成する各ip.語について、その語訛記

述に関する必要条件を明らかにする追具などを）lJ 

意することができれば、このような園難を軽減す

ることが期待できる。

5. 辞書記述の妥当性I

すでに述べたように、 NADINEシステムの日本

語解析部の解析用辞戟の間発作業では、個々の想定

人力文各々に対してりIHIり1に辞書が）甘意される。だ

からここでは、謡旗記述の妥当性ということを、

特定の文の成分としての話義の妥当性に限定して議

論を進めることにする。だから当面のところ、以

下にあげる2種類の妥当性を考えていくことにす

る。

［妥図性5-1] 処理逐行に関する妥当性

斑：図した句梢造に沿って解析を送行しうる

こと

［妥当性5-2] 結呆に関する妥当性

鮒析囃ii果:1-11の索I生の値を意図したイ1i'J:とする

こと

以下では、この二つの妥当性を満たすのに必要

あるしヽは充分な条件を、文法規則と句梢．辿から汀鉢

するための原理について述べることにする。

これ以外の妥当性については、改めて[8章］で蔽

論する。

6. 文法適用演算の再検討

処理全体を通じての妥当制を論じるまえに、そ

の準りiiiとして、個々の文法適用のステップにおい

て、これが、成功するための条件、さらにこれ

が、意図した特定の結果をもたらすための条件な

どに注意して文法適用演算を眺めてみることにす

る。



6.1記法の樽入

議論のためにいくつかの記法を導人する。

素性構造間のユニフィケーション派符の単位元

（即ち、空の素性構造）を、

［］ 

と表記することにする。また、素性構燐XU,X[, 

x2, …間のユニフィケーションを

unify(xo x1 x2…) 

とかくことにする。

いま、文法規則Xに関して、その素性1蒻遥表現を

Rx 

と表記することにする。文法規則の索性構辿表現

は、 [Fig.3]に示したように、 CFG規則両辺にある

記号各々に対応する素性を有している。

文法規則XのCFG規則中の記号を左から）11孔に

Xo,X1,. .. としたとき、 Xnに対応するRx中の素性の

値を、次のように記すようにし、この操作をRxを

応に関して解くと呼ぶことにする。

Xu(combinc(Rx [) x1…Xn)) 

6.2文法適用に伴う演算のVenn図表現

説明のために、文法嵐則の素性構造表硯として、

規則両辺の記号Xiに対応する節，点以f(/)ノードを、

iを付した円のなかにi1'/iいたVenn図表現を導人す

る。以下簡単のためにi=0,1,2とするが、 iを任怠

の自然数としても、詞様の紅沿；血を行うことができ

る。これに従えば、通'i位の文法適mi崩算は[Fig.5]

のようになる。

ここで、あとに続く議贔,jiJ)ために、さらに次の

記法を導人する。

規則[i吋辺の記号Xj,Xkそれぞれに対応す・；ふ素性構

造間で共布される素性構幽の集．合、すなわち

[Fig.5]のようなVennl'i-1表以では、 jを付された円

と、 Kを付された 1リの交わりにある索性構造にあた

る下式を、

梢(Xj(combine(Rx…)）

X臥combine(Rx…)））

9次のように略叫することにする。

XjnX臥combine(Rx...)) 

Xn(Rx) この式の値は、索性構造の集合である。また、

Rx中の記号Xj(i=0,1,…，11)に対）、もする索性梢辿に対 XjnXk(combine(Rx ...)) ¥ XjnXk(Rx) 
して、素性構造Xjを単一化したものを

cornbine(Rx xo x1…Xn) 

単語zの語禦記述に対応する素性構造を

L(Z) 

二つの素性構造A,Bがその部分構造として共有する

素性構造の集合を

積(AB)

と衷記することにする。また、二つの集合S1,S2 

の差集合のことを

SがS2

と表記することにする。これに従うと、解析に際

しての文法適附に伴う [Fig.3]に示したような訓

算すなわち、文法規則の素性構追表現Rxの右辺

の記号Xi(l~i~n) に対応する素性値に対して素性

構造Xiの単一化を行った後に、規則左辺の記号に対

応する素性の値を求めることを下式のように表現

することができる。
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のことを、

X印X1t(combinc(Rx…)/¥Rx) 

と略記することにする。

また、記号Xjに対応する節、点に支配され、かつ

記号Xkに対応する節点に支配されなしヽ構造に、両

者が分かち持つ梢辿(XjnXk(combinc(Rx...))の製・

索）の根をくわえたものを、

Xj-Xk(combine(Rx ...)) 

と表記することにする。 [Fig.6参照］

6.3文法適用結果の構成

[Fig.5]をみれば、文法適）11粘呆は

X。-X 1 -X 2 (Rx)-----------―------------------—式5.2.1

X。nX1(combine(Rx[] x1 xz)/\Rx)―—式5.2.2

XonX2(combine(Rx [] x1 xz)/\Rx)——式5.2.3



の和によって構成されているのが判る。ここで、

規則Xの適用結果は、規則自身のみによって決定さ

れる規則右辺の値によらない項（式5.2.1)対して、右

辺記号の値により変化する、後の二項（式5.2.2)、

（式5.2.3)の要素である構造を付加したものとみな

すことができる。また、規則Xの適用が成功した

とき得られる素性構造は＇常に、 Xo(Rx)の拡張であ

ることがわかる。

6.4文法適用の逆演算

解析に際しての文法適用演算に対して、その逆

の演算を考えることができる。いま、文法規則x
に対してこの逆演算を考えることにする。 [Fig.5]

にならって、文法適用の逆演鈴の過程をVenn図で

表すと [Fig.7]のようになる。

6.5文法適用結果の満たすべき条件

後に続く議論のために、素性構造xが文法規則X

の適用結果と成りうるための条件について議論し

ておくことにする。

[5.3節］の議論より、まず素性構造xが文法規則x
の適用結果であるためには、 xはXo(Rx)の拡張で

なければならない。これは、下式のように表現で

きる。

unify(x Xo(Rx))=x 

この条件のもとでは咄に、

combine(Rx x [] [ ]) 

を失敗することなく計鈴することができる。

ま た 、 こ の 拡 張 と はXonX1(Rx)およぴ

X。nX2(Rx)の変索を構成する節点の値．が変化する

ものであるから、そうでなし、節点が文法適）11の結

栄として値を変えることはないので、

X。-X1-X紐 x)=X。-X1-X烈combine(Rxx [] [])) 

でなければならない。

6.6文法適用が成功するための条件

まず、文法規則XOJ適用が成功するための、規則

右辺の記号X1Xがこ対）応する素性構追XJXZの満たす

べき条件について議論しておく。文法の適用が成

功する、すなわち

Xo(combine(Rx [] x1 x2)) 

素性構造x1

•• 
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Xo(combine(Rx [] x1 xz)) 
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[Fig.5文法規則のVenn図表現］
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を失敗することなく計鈴するためには、これを構

成する下に示す二つの単一化涼鈴が成功しなけれ

ばならない。

unify(X瓜combine(Rx[] x1 x2) x1) * [] 
< x2が確定していない、もしくは、

X1nX瓜combine(Rx))= [] 

ならば

unify(X1(Rx) x1) -::f-[] > 

unify(X2(combine(Rx [] x1 x2) x2) * [] 
< Xlが確定していない、もしくは、

X1nX2(combine(Rx)) =[] 

ならば

unify(X2(Rx) x2) * [] > 

またこのとき、必ず文法規則Xの適用は成功する。

6.7特定の文法適用結果を得るための条件

次に、文法規則Xの適川結果を、 [6.51iil]の議論に

より明らかにした条件を計iりたす素性Ji',J造xとするた

めに、規則右辺の記サX1X2に対応するよti:構造XJ

xzの渦たすべき条件について考えてみることにす

る。

[5.5i1l'i]の議論より、

たす。

unify(x XoCRx))=x 

X。-X1-X2(Rx)= X。-X1-X2(combine(Rxx [] [ ])) 

さらに、

素1叱構造xは、次の条件を満

このためには、 x1, xzに対する文法嵐

則Xの適用が成功する必要があるから、 [6.6節］の議

論より、

X。nX1(Rx)
會•'

•" 0" '•,, 
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[Fig.6 X炉 泣 お よ びXj-Xkの意味］
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かつ、

unify(X1(combine(Rx [] x1 x2) x1)) -=I=-[] 

< xzが確定していない、もしくは、

X1nX瓜combine(Rx))= [] 
ならば ， 

unify(X1(Rx) x1) -=I=-[] > 

かつ、

unify(X2(combine(Rx [] x1 x2) x2)) * [] 
< x1が確定していない、もしくは、

X1nX瓜combine(Rx))= [ ] 
ならば

unify(X2(Rx) x2) * [] > 

であることが必要で、さらにこうして得られた結

果が、意図した結果xであるためには、

X。nX1(combine(Rx[] x1 x2)/¥Rx) 
= XonX1(combine(Rx x [] [ ])/¥Rx) 

X。nX2(combine(Rxl l x L xz)八Rx)

= XonX烈combine(Rxxo [] [])八Rx)

でなければならない、また、このとき得られる結

呆は必ずxである。

7. 構文解析演算の再検討

本章では、前章での、 1liil々 の文法適川に関し

て、その両辺記号の値の妥当性に関する議論の結果

をもちいて、処理全1本について ji,j様の議論を試み

ることにする。

7.1句構造と解析結果

ここでは、 l情報はエントロビーだ」という文

について考えることにするが、一般の文について

同様の議論を行うことができる。必要な文法はす

索性柑i造xo

~ 

combine(Rx xo [] [ ]) 

／
 

X1 (combine(Rx xo [] [])) 

[Fig.7解析時の文法適用旗算の逆］
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でに用意されているものとし、件の文を構成する

単語各々に関する語棠記述は未知であるものとす

る。

文法規則1 動詞句1

文法規則2 後置詞句

文法規則3 動詞句

⇒ 後置詞句 動詞句2

⇒ 名詞 後懺詞

⇒ 名詞 助動詞

［なお、規則1のように、規則両辺に同じ記号がくる場合

は、末尾に左から順に番号を付け弁別することにする。］

視察から、たとえば[Fig.9]のように、直ちに句

構造が決定される。

この文を[Fig.9]の句構造Pにしたがって惜文解析す

る処理は、前章で祁人した記法に従うと次のよう・

に描くことができる。

動詞句l(combine(R1[] 

移d龍詞旬(combine(恥［］

L(情報）

L(は）））

動洞句(combine(恥［］

L(エントロピー）

L( だ）））））—-(式 7.1)

仮定により、語翡と記述は未知であるから、それら

を［］とおくと下式のようになり、

単一化 素性構造xo

ー2 

~ 

combine(Rx xo [] [ ]) 

／
 

X1(combine(Rx xo [] [])) 

[Fig.7ある結果を得るために左辺記号の値に課せられる制約］
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動詞句l(combine(R1[] 

後置詞句(Rz)

動詞句（恥）））――--—-(式7.2)

これは未知の項を含まないので、語義の如何を Jl[j

わず計算することができる。この式の値の、意味す

るところについて検討してみよう。 [6.5節］の議論

より、文法規則3の適用成功時の結呆は＇常に動詞句

（恥）の拡張であり、文法規則2の適用成功時の結果

も同様に後置詞旬(Rz)の拡張であることから、件の

句構造に従った構文解析の成功時の結呆は、（式7.2)

の値の拡張であることがわかる。（式7.2)中の項

combine(R 1 [ ] 

後置詞句（恥）

動詞旬(R3))―----――--(式7.3)

を、もとの句構造の句構造条件と呼び、句構造Pの

旬構造条件を

C(P)―----- （式7.4)

と表記することにする。（式7.2)は（式7.4)より、

文法規訓Rx

'情報 は エントロピー だ

l I I j 
名詞後趾詞 名詞 助鳴）詞

＼ ／＼  
後置詞旬 動詞句

＼ 動，(,,]句
[Fig.9「・I打や札はエントロピーだ」の旬梢巡］

動詞旬1(C(P))----------------(式7.5)

と表記することができる。これを /fJ芹析結呆に関す

る句構造条件・ と呼ぶことにする。（式7.5)は、散小

句構造条件を開始記号に関してjiJ年く、 と読むことに

する。

7.2構文解析が成功するための条件I

意図した句構造に従って、文の解析を逐行する

ためには被鮒析文を構成する各単語の語彙記辿が、

素；、1・i構j歳Xo(Rx)

文法）叫IJXの成功裡の適）廿糾果として得
られる梢造は、つねに、素性柑i造x。~~x)
の部分構蘊である、 X。nX1(Rx)の唆素を
枯虞するi血点［上図斜線部に含まれる節点］
の値を拡張したものである。

左下のような梢造が文法規則Xの適川砧
果としてえられることはけっしてありえ
ない。

[Fig.8文法規則Xの適用が成功した場合にその結呆として考えられる素性構造の満たすべき条件］

-10-



対応する終端記号の値と成り得なければならな

い。そこで、個々の終端記号について、それが、

件の句構造Pを構成するための条件を考えてみるこ

とにしよう。 [Fig.10]に展開した議論により、

L(情報）が句構造Pの該当する終端記号の値であるた

めには、 L(情報）が下式によって示される値と単一

化可能であることが必要であることがわかる。

名詞(combine(R2

後置詞旬(combine(恥［］［］

動詞旬（恥）））

［］［］）） 

7.2構文解析が成功するための条件II

しかし、ある終端記号の値が、他の記号の値の

制約に影響を与えることがあるので、各終端記号

の値につし、て、その妥当＇性を議論するためには、

終端記号間のイ直 (/)~fl止作m を捉えなければならな

い。ここではL(梢報）が確定したものとして、これ

が、 L(は）の満たすべき条件にどのように作）[jする

かを[Fig.11)に示した。同様の）j法によって、他

の終端記号を 1直の影評を）~II味することによって、

各終端記号について、そのイ直となるための必要十

分条件を知ることができる。

7.3解析結果の構造

次に、句構造の開始記号のとる梢;立について考

えてみることにする。 [Fig.12」に示したのと同様

後置詞句が、文法規則1により、文法規削3
により梢成された動詞句とともに、動詞句
を構成するためには、

後置詞句(combine(R1[] []動詞句(R位）

と単一化可能でなければならない。

動洞旬

／
 

＼
 

文法規則3により構成される
動詞旬は、

動祠句（恥）

の拡張である。

後置詞句 動洞句

L(情報）が句構造Pの終端記号となるためには、

名詞(combine(R2f炎低詞句(combine(恥［］［］動詞句(R沿））［］［］））

と単一化可能でなければならない。

[Fig.10 L(情報）が句構造Pの終端記号であるための条件I]
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の議論により、句構造が開始記号の値に課する制限 き制約は、いずれも、ある索性構追と単一化可能

を知ることができる。 であるという形で求められることに注意して欲し

7.4ある結果を得るための終端記号の値の制約

さて、今度は、 [7.3節］に述べたような句構造の

開始記号と成りうるある値xを開始記号の値とする

ために、各終端記号の値に課せられる制約のこと

を考えることにする[Fig.13参照］。これと同様の

議論によって、ある結呆を得るために、各終端記

号に課せられた制約を知ることができる。

7.5視覚化による語義記述の支援

以上に述べてきた、語彙記述が、應図する句1加位
の適当な終端記号となるための条件、ならびに、

ある結果を実現するために各終端記号の沿たすべ

し‘

そ゚して、こうした制約のもとで語此記述を行う

ならば、その記述は、意I図lした句構造にそっての

角財）「に関する限り（あるし''よ、 さらにその結呆意図

した結果を得るとしヽう、点に開する限り）妥当である

ので、解析の試行により、この、,;;~に関しての検証

を行う必要がないので、 1肝析の試行に伴うはじめ

にで述べたような困難を担1避することができる。

ところで、 [Fig.14]に示したように、ある素性構

造xと単一化可能であるという lli/J約を遵守しての記

述は、 xをグラフの形式に図式化し、この図式の上

をなぞるように記述するならば、非’常に fi!J単に、

xとの単一化可能性を担なうことなく記述を辿める

ことができる。なぜならば、その図式の上を擦っ

後置詞句が、文法規則1により、文法規則3
により構成された動詞句とともに、動詞句
を構成するためには、

後置詞旬(combine(恥［］［］動詞句（恥））

と単一化可能でなければならない。

動詞旬

／
 

＼
 後置詞句

文法）J叫 3により梢成される
動詞句 U:,

動詞句(R沿

の拡張である。

動詞句

L(情報）のみが確定しているものとして、
他の語の語義が未知であるものとすれば、
L(は）が句構造Pの終端記号となるためには、

後置詞(combine(恥後置詞句(combine(R1[] []動詞句（恥））） L(情乎Ii)[ Jl) 

と単一化可能でなければならない。

[Fig.11 L(情報）が確定した状態での、 L(は）が句構造Pの終端記号であるための条件］

-12-



たり、新たなものを書き加える限りは、単一化可

能性を損なうことはなく、このl]rj確なガイドライ

ンを超えなければ、単一化可能性を損なう記述を

なし得ないからである。

8. 辞書記述の妥当性II

ここまでの議論では、各語禦項目の記述の妥当性

として、それが特定の句構造中の特定の終端記号の

値となるための妥当性のみを考えてきた。が、通

常は、一つの語彙記述は、同じ一つの語梨項目に対

応する異なる終端記号の値として併用される、 と

いうことを、無視する訳にはいかない。また、こ

れまでは、ある句構造、あるいは、ある解析結果

を得るための条件を考えてきたが、これとは逆

に、ある句構造、あるいは、ある鮒析結果を排除

する必要があることも考えねばならない。本章で

はこれらの問題について簡単にふれておくことに

する。

8.1併用される語毎項目の満たすべき条件

いま、ある語禦JJ(l:1の語鉗記辿xが、異なる終端

記号の値として併用されることを考えよう。これ

ら記号各々の値の制約を、 lo,11, ... , Inとすると、 X

がこれらすべての値となるためには、 xはド式の

unify(lu 11…, ln) 

値の拡張でなければならない。逆にもしこの単一

化が失敗するならば、一つの素tート構造で、 これら

記号すべての制約を p1J11.'fに祉1:Jたすことはできな

¥.,、

゜
8.2ある結果を排除するための条件

いま、ある文の句梢辿として、 Pが望ましく、 Q

は避けたいものとしよう。 PとQは沢なる構造であ

るので、各終端記号について、それがPを成すた

めの条件と、 Qを成すための条件を計算すれば、

文法蜆則1に従って、後置詞句(R2)の拡張と動詞旬(R3)の拡張
によりつくられる動詞句の値xは

動詞句l(combine(R1[]後置詞句(R泣動詞句（恥）））

の拡張である。ただしこのとき

釧峠Jl-後懺詞旬峨脳J{iJ2(combine(R1[]後ii笙詞句（恥）動詞句2(恥））

＝直屁ilj 句 l-1灸悩洞句ー』）~iiilJ 介）2(combine(恥 x[][J))

動詞旬

文法規則2により
構成される
後置詞句は、

後置詞旬(R刃

の拡張である。

後置詞句

ー ＼
 

文法規則3により
構成される
動詞旬は、

動詞句（恥）

の拡張である。

動詞句

[Fig.12句構造の 1開始記号の値の制約］
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少なくとも、一箇所で両者が設い違うはずであ

る。いま、ある単語に対応する記号で、 Pを成すた

めの条件をp、Qを成すための条件をqとして、

P=t-q 

となったものとしよう。このとき、この単語の語

義として、 Pと単一化可能で、かつ、 qと単一化で

きないものを選べば、この文の句梢造として、 P

を得、同時にQを排除することができる。

9. まとめ

辞書記述作業の中心となるのは、記述の妥当性を

検証する作業である。通常、辞書記述の検証の手段

として、検証の対象である記述を用いて、処理を

試行することが行われている。ところが、記述の

妥当性の検証の手段として、処理の試行には、

文法規則1により、後置詞旬が、文
法規則3
により構成された動洞句とともに
後置詞句が、動詞句を構成し
かつ、その結果を確定値xとするた
めには、

移d置詞句(combine(R1x [] 
動詞句(I匂））

と単一化可能でなければならな
し、

゜

／ 
後置詞句

記迩に間題がある場合の結呆の解釈が容易

ではない。

といった、問題点があり、これが辞瞥I開発作業を

困難：なものにしている。

本稿では、少し視点を変えて、、意図した結呆を

得るための個々の語曲」S[I」に関する制約を切らか

にし、その制約のもとで諮訛記述を送行すること

を提案した。そして、これを実現するための瓶埋

について述べた。こうして、妥当な制限のもとで

で辞書記述を；、進めることによって、，記述の検証作

業と、それに付随する上述の間姐点を避けること

ができる。

今後は、本報告で述べたような戦略に砧ずく辞

冑,m癸環境を実現し、実際の迎）廿を通じて、ここで

述べた戦略の有効性を検証する必要がある。

lーfー

定↓閥確動
］ 直
x 

及；i去規訓3により
構成される

＼釦；]1,Jは、

動詞句（恥）

の拡張である。

動詞句

他の語の語義が未知であるものとすれば、
L(情報）が、開始記号の値を確定値xとするこの句構造の終端記号となるため
には、

名詞(combine(恥後置詞句(combine(R1x []動詞句(R沿））［］［］））

と単一化可能でなければならない。

[Fig.13開始記号の値を確定値xとするために1個々の終端記号に課せられる制約］
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[Fir14素性構造で表される制約のもとでの語如記述の視貨化による翠切

図式で表現されこ制約の上で、これをなぞるように語梨記述を送行することで、 1l1IJ;i,Jをあらわす索
性構造と単一化可能であるという条件のもとでの記述が枢めて容易となる。
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